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【第二海堡護岸整備 】

市原
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東京湾口航路
事務所

清掃兼油回収船「べいくりん」



※距離と時間は基地港（横浜港）
からの目安

海洋環境整備事業管轄区域 S50年度より継続
水質調査地点（6地点） S54年度より継続
連続観測実施位置（4地点） H22年度より継続
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60分
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40km
120分

基地港

東京湾口航路
事務所

海洋環境整備事業管轄区域 約850km2
（東京湾全体約1,380km2）

観測点 ①検見川沖 ②千葉港口　第一号灯標 ③川崎人工島 ④浦安沖

水温、塩分、ＤＯ、濁度、クロロフィル 水温、塩分、ＤＯ、濁度、クロロフィル 水温、塩分、ＤＯ、濁度、クロロフィル 水温、塩分、ＤＯ、濁度、クロロフィル

（1m間隔：自動昇降式） （固定層） （1m間隔：自動昇降式） （1m間隔：自動昇降式）

流向、流速（1m間隔：ADCP） 流向、流速（1m間隔：ADCP） 流向、流速（1m間隔：ADCP） 流向、流速（1m間隔：ADCP）

風向、風速、気温 風向、風速、気温 風向、風速、気温 風向、風速、気温

項　　目

調査項目 特徴 調査方法 調査頻度

水温
海洋構造(躍層の形成など)の把
握

自動測定装置

水色*
赤潮や青潮の発生を確認するた
めの指標

透明度 水のきれいさの指標

浮遊物質量(SS) 生物が生息するための目安 採水・分析

濁度 濁りの程度を表す指標

溶存酸素量(DO) 赤潮など異常現象の把握の目安

化学的酸素要求量(COD) 有機物汚濁を確認する指標

全窒素(T-N)*

全りん(T-P)*

クロロフィルa*
植物プランクトンなど藻類の存
在量の指標

塩分
海洋構造(躍層の形成など)の把
握

水素イオン濃度(pH)* 赤潮など異常現象の推察に活用

    月1回

＊印の調査項目は、平成
15年度から追加した項目

目視

自動測定装置

採水・分析
富栄養化の指標

自動測定装置
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※注）件名、工期、現場施工期間等は変更となる場合があります。


